
朝陽同窓会　平成 25 年度決算（案）  

　平成25年度決算（案）は以下の通りです。以下の財産目録、次頁の予算実績比較表、剰余金処理と  

合わせて、平成25年度の決算案としてご覧ください。  



朝陽同窓会事務局便り　60



61　朝陽同窓会事務局便り



••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••
••••••

朝陽同窓会事務局便り　62

る
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。
合
計
四
十
日
余
り
の
夏

季
開
寮
期
間
を
事
故
な
く
、
円
滑
に
終
え
る
こ
と

に
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々
に
は
深
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
詳
細
は
別
掲
・
下
島
正
幹

さ
ん
の
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

₃
．
水
上
寮
の
現
状
と
今
後

　

水
上
寮
は
昭
和
四
年
四
月
に
地
元
有
力
者
か
ら

土
地
の
寄
進
を
受
け
、
同
年
六
月
に
は
寮
舎
を
建

設
、
七
月
に
開
館
さ
れ
ま
し
た
。
記
録
に
あ
る
昭

和
二
六
年
以
降
毎
年
の
林
間
学
校
に
は
当
初
、
三

期
一
二
〇
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

四
十
年
以
降
は
様
々
な
事
情
に
よ
り
希
望
者
が
激

減
、
参
加
者
不
足
で
中
止
の
年
も
あ
る
な
ど
し
た

こ
と
で
、
平
成
一
七
年
の
林
間
学
校
を
最
後
に
利

用
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
築
八
五
年
、
無
人
と

な
っ
て
十
年
近
く
な
る
寮
舎
は
、
最
低
限
の
メ
ン

テ
は
し
て
い
る
も
の
の
厳
し
い
自
然
環
境
も
あ
っ

て
荒
廃
が
進
み
、
地
元
か
ら
は
不
審
者
に
よ
る
出

火
や
降
雪
、
台
風
等
に
よ
る
災
害
の
恐
れ
か
ら
早

期
の
対
策
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

朝
陽
会
で
は
、
そ
れ
ら
の
情
勢
に
鑑
み
、
本
年

三
月
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
本
年
中
の
寮
舎
解

体
を
決
め
、
時
期
・
方
法
等
の
具
体
的
検
討
に

入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
敷
地
利
用
の
方

向
性
に
つ
い
て
も
、
地
元
の
意
向
も
確
か
め
つ
つ
、

百
周
年
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て

採
り
上
げ
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

（（
財
）
朝
陽
会
総
務
部
長　

西
出　

紀
久
）

構
成
さ
れ
る
評
議
員
会
、
理
事
会
で
の
決
定
に
基

づ
い
て
執
行
さ
れ
ま
す
。
本
年
一
月
現
在
の
代
表

理
事
は
村
上
光
一
さ
ん
（
十
回
）、
業
務
執
行
理

事
は
戸
田
弘
美
校
長
と
小
泉
公
生
さ
ん
（
十
回
）

で
す
。

₂
．
平
成
二
五
年
度
の
館
山
寮

　

東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
平
成
二
四
年
に

復
活
し
た
臨
海
学
校
は
、
遠
泳
も
再
び
加
わ
っ
た

平
成
二
五
年
も
先
生
方
や
応
援
の
水
泳
部
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
万
全
の
体
制
で
事
故
な
く
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
や
ご
家
族
が
利
用
で

き
る
一
般
開
寮
期
間
に
つ
い
て
も
、
例
年
を
上
回

館
山
寮
と
水
上
寮
の
現
在
と
今
後

（
財
）
朝
陽
会

₁
．「
一
般
財
団
法
人
東
京
都
立
新
宿
高
等
学
校

朝
陽
会
」（
以
下
「
朝
陽
会
」）
と
は

（
₁
）
朝
陽
会
と
朝
陽
同
窓
会

　

朝
陽
会
と
は
法
人
格
を
持
つ
「
一
般
財
団
法
人

東
京
都
立
新
宿
高
等
学
校
朝
陽
会
」
の
略
称
で
、

任
意
団
体
の
朝
陽
同
窓
会
と
は
別
の
組
織
で
す
。

朝
陽
同
窓
会
も
「
朝
陽
会
」
と
略
称
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
う
え
、
事
務
局
員
も
多
く
が
兼
任
た
め
混

同
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
正
確
に
は
朝
陽
会
と
朝
陽

同
窓
会
と
は
別
組
織
で
す
。

（
₂
）
朝
陽
会
の
目
的
、
事
業

　

朝
陽
会
は
初
代
阿
部
宗
孝
校
長
の
寄
付
を
元
に
、

新
宿
高
校
の
教
育
の
援
助
と
校
風
の
振
興
を
目
的

と
し
て
大
正
一
二
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

の
主
た
る
活
動
は
①
教
育
活
動
の
支
援
②
校
外
施

設
、
特
に
館
山
寮
の
運
営
管
理
及
び
水
上
寮
土
地

建
物
の
保
管
で
、
新
宿
高
校
が
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

教
育
を
行
え
る
よ
う
な
支
援
や
、
毎
年
一
年
生
全

員
を
対
象
に
行
う
三
泊
四
日
の
臨
海
教
室
が
安
全

に
実
施
で
き
る
た
め
、
館
山
寮
の
維
持
管
理
と
給

食
・
清
掃
等
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
₃
）
朝
陽
会
の
組
織
、
運
営

　

朝
陽
会
の
業
務
は
、
学
校
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

同
窓
会
か
ら
選
ば
れ
た
理
事
、
評
議
員
、
監
事
で



63　著書紹介

朝陽同窓会会員諸氏の著書紹介
この₁年間に下表のように多くの会員から著作の寄贈をいただきました。

著　　者 回 書　　　　　　名 出　版　社 価格
金田一春彦 中 ₅ 日本語の特質 日本放送出版協会 ¥757

ケヤキ横丁の住人 東京書籍 ¥1,200
上田耕一郎 中 18 国会議員 平凡社 ¥680
加賀　乙彦 中 21 宣告　上巻・下巻 新潮社 ¥1,500

夕映えの人 小学館 ¥1,900
死刑囚の記録 中央公論社 ¥680
科学と宗教と死 集英社 ¥700
不幸な国の幸福論 集英社 ¥720
悪魔のささやき 集英社 ¥680

栗田　　勇 中 21 花のある暮らし 岩波書店 ¥740
加藤　秀俊 1 世間にまなぶ 中央公論社 ¥1,900

常識人の作法 講談社 ¥1,600
なんのための日本語 中央公論社 ¥780

加藤　　廣 2 求天記 新潮社 ¥2,000
神君　家康の密書 新潮社 ¥1,600

岩田　　誠 3 鼻の先から尻尾まで 中山書店 ¥2,800
Noriko Behling 12 Fuel Cells
小林　寛道 14 運動神経の科学 講談社 ¥700
渡辺　伸一郎 14 会津より 深夜叢書 ¥2,400
長谷川三千子 16 長谷川三千子の思想相談室 幻冬舎 ¥1,500

民主主義とは何なのか 文芸春秋 ¥700
斎藤　雅久 17 教養の場としての英文解釈 游学社 ¥1,800
田口久美子 18 書店繁盛記 ぽぷら社 ¥1,600
椎名　政夫 19 建築家の自律 企業建築ジャーナル ¥1,800
加藤　直規 20 発明への誘い 大学教育出版 ¥1,600

内山　　節 20
日本人はなぜキツネに

講談社 ¥720
だまされなくなったのか

本村　眞澄 21 日本はロシアのエネルギーをどう使うか 東洋書店 ¥800
野地　秩嘉 26 TOKYO オリンピック物語 小学館 ¥1,800

キャンティ物語 幻冬舎 ¥1,553
日本一の秘書 新潮社 ¥700
一流たちの修業時代 光文社 ¥760

市石　　博 27 日常の生物事典（共著） 東京堂出版 ¥2,800
生物を科学する事典 東京堂出版 ¥2,600
絵でわかる生物の不思議 講談社 ¥2,000

中條　克俊 27 中学生たちの風船爆弾 さきたま出版会 ¥1,650
君たちに伝えたい　朝霞、

梨の木舎 ¥1,800
そこは基地の町だった
君たちに伝えたい　朝霞、

梨の木舎 ¥1,800
キャンプ・ドレイク物語

大原　悦子（文） 29 カタッポ 福音館書店 ¥390
絲山　秋子 37 妻の超然 新潮社 ¥1,400

末裔 講談社 ¥1,600
阿部　浩一 38 ふくしま再生と歴史・文化遺産 山川出版社 ¥1,800
青山　雅英 41 ナガサキの原爆を撮った男　評伝山端庸介 論創社 ¥2,000
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を
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
文
化

系
の
ク
ラ
ブ
に
拾
っ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も
技
術
的
な
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
身
に
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、

最
後
の
最
後
に
大
学
受
験
に
失
敗
し
、
何
と
も
言

え
な
い
喪
失
感
だ
け
を
残
し
、
私
は
新
宿
高
校
を

後
に
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
私
が
「
夢
は
叶
う
！
」
な
ど
と
言
っ
た

と
こ
ろ
で
、
全
く
説
得
力
が
無
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
努
力
は
大
切
で
す
が
、
報
わ
れ
る
か
ど
う
か

は
、
そ
の
時
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

ど
ん
な
人
に
も
多
か
れ
少
な
か
れ
、「
パ
ッ
と
し

な
い
」
時
期
は
来
る
も
の
で
す
が
、

①
現
時
点
で
、
で
き
る
こ
と
を
続
け
る
。

②
差
し
伸
べ
ら
れ
た
手
は
、
掴
む
。

③
流
れ
が
来
た
ら
、
乗
っ
て
み
る
。

と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て
い
れ
ば
、

後
々
自
分
に
と
っ
て
の
心
地
よ
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

確
保
で
き
る
と
、
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
当
時
の
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、
音
楽

部
の
皆
様
、
そ
の
節
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
そ
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

の
私
は
、
二
人
の
息
子
に
振
り
回
さ
れ
つ
つ
、

細
々
と
百
貨
店
勤
務
を
続
け
て
い
ま
す
。「
デ
パ

ガ
」
を
始
め
て
二
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
皆
様
か

ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
糧
と
し
て
、
バ

タ
バ
タ
と
慌
た
だ
し
い
日
々
で
す
が
、
笑
っ
て
過

ご
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
パ
ッ
と
し
な
い
高
校
生
」
の
つ
ぶ
や
き
　

Ｆ
組　

森
谷
（
松
下
）
真
由
美

　

先
日
、
高
校
の
同
期
の
集
ま
り
に
初
め
て
参
加

し
ま
し
た
。
二
年
で
同
級
だ
っ
た
地
引
達
弘
さ
ん

が
朝
陽
祭
で
の
ク
ラ
ス
の
演
劇
「
シ
ラ
ノ
・
ド
・

ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
小
道
具
係
と
セ
リ
フ
が
一
つ
あ
る
役
を

担
当
し
ま
し
た
。
当
日
、
裏
で
忙
し
く
作
業
を
し
，

舞
台
に
出
て
セ
リ
フ
を
発
し
た
後
で
「
も
う
少
し

セ
リ
フ
が
あ
る
役
が
良
か
っ
た
か
な
」
と
思
い
始

め
、
一
人
勝
手
に
ブ
ル
ー
な
気
分
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
主
役
級
を
希
望
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
裏

方
の
仕
事
も
充
実
感
が
あ
り
、
他
の
事
に
手
を
出

す
余
裕
も
な
い
は
ず
な
の
に
。
終
演
へ
舞
台
成
功

へ
と
向
か
っ
て
い
る
こ
の
時
に
、
何
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
例
を
出
す
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
私
は

「
パ
ッ
と
し
な
い
高
校
生
」
で
し
た
。
怪
我
の
た

め
、
と
言
え
ば
聞
こ
え
は
良
い
で
す
が
、
実
際
は

運
動
神
経
も
良
く
な
い
し
、
自
分
の
時
間
が
取
れ

ず
気
持
ち
も
す
っ
か
り
萎
え
て
し
ま
っ
た
た
め
、

怪
我
を
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
運
動
系
の
ク
ラ
ブ

 

編
集
後
記 

　

本
年
度
か
ら
林
慶
治
郎
（
18
）
が
西
出
紀
久
前

編
集
長
か
ら
朝
陽
の
編
集
を
引
継
ぎ
ま
し
た
。
貴

重
な
お
時
間
を
割
い
て
執
筆
寄
稿
下
さ
い
ま
し
た

先
輩
諸
氏
に
文
字
数
の
削
減
な
ど
無
粋
か
つ
失
礼

な
お
願
い
も
多
々
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
伏
し

て
御
容
赦
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

よ
り
読
み
や
す
い
紙
面
構
成
、
よ
り
多
く
の
会

員
の
方
々
の
記
事
の
掲
載
な
ど
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

前
号
朝
陽
六
二
号
で
卒
業
三
十
周
年
記
念

記
事
紙
面
か
ら
森
谷
さ
ん
ご
寄
稿
の
後
半

部
分
が
欠
落
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

不
手
際
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
と
共
に
全

文
を
再
掲
致
し
ま
す
。
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東京都立新宿高等学校（旧府立第六中学校）朝陽同窓会 朝陽同窓会ホームページをご活用ください
http://www.nchouyou.net

母校百周年記念事業のアイディア募集中
きたる母校百周年を盛り上げるためのさまざまなアイディアが出ています。皆さんもぜひご
参加ください。詳しくは本文59ページ「新宿高校創立100周年記念事業について」をご覧く
ださい。

会費納入のお願い
朝陽同窓会のさまざまな事業は、すべて皆様からの会費によってまかなわれています。一層
のご支援ご協力をお願いいたします。（詳しくは14ページをご覧ください）
●�年会費：2,000円、長期会費10,000円（₆年間有効）のいずれか。
●�会費免除の方々：① 62～66 回生（卒業時入会者は₅年間免除）　②寿会員（80歳以上）
　③名誉会員（現・旧教職員）

朝陽会からのお知らせ
今年の夏は館山寮（旧塩見寮）で過ごしませんか
あの懐かしい青く澄んだ海、遠浅の浜辺が
みなさまをお待ちしています。
●所在地　千葉県館山市香156
●期間、料金、申し込み方法などの詳細は、朝陽同窓会
　ホームページ（母校、館山寮、開寮利用状況）から。
　クラス会・部OB会・親しい友人たちとの会合など
　にもご利用ください。

「水上寮お別れ会」について
本年中に解体されることになった水上寮（本文62ページ参照）との「お別れ会」を₇月 26
日（土）12時～14時に現地で行います。詳しくは朝陽同窓会ホームページをご覧ください。

事務局だより

平成26年度同窓会総会・懇親会ご案内
日時：₅月31日（土）午後₂時～₆時
場所：総会 新宿高校₃階視聴覚室 ₂時～
　　　（懇親会 クルーズ・クルーズ新宿店 ₄時～）
●総会議事
　　　◯役員改選（本文₂ページ参照）
　　　◯25年度活動報告・決算
　　　◯26年度活動計画・予算
　　　◯その他
●記念講演「翻訳語と日本文化」
　　　長谷川（野上）三千子氏
　　　（16回 埼玉大学名誉教授 哲学者）
●懇親会は₄時から、参加無料です。ぜひご参加ください。
　今年の会場はライオンではありませんのでご注意ください（案内図：本文58ページ参照）。
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